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関
西
学
院
に
は
、
二
〇
一
四
年

に
院
長
名
で
出
さ
れ
た
、「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

築
に
向
け
て
」
と
題
さ
れ
た
宣
言

文
が
あ
る
。
宣
言
文
で
は
人
々
の

「
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
人
種
、
民

族
、
出
身
地
、
主
た
る
言
語
、
宗

教
・
信
仰
、
身
体
的
・
精
神
的
特

徴
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
等
の

違
い
を
尊
重
し
て
、
多
様
性
の
豊

か
さ
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
形
成

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
宣

言
文
に
関
連
し
て
、
過
去
三
年
間

に
わ
た
り
学
生
の
自
主
的
な
企
画

と
し
て
「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ウ
イ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
、
L
G
B
T
に
関
連

し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
講
演
会
で
は
、関
学
の
「
文
化
」

と
な
っ
て
い
る
「
多
様
性
の
尊
重
」

に
つ
い
て
、
聖
書
学
の
分
野
か
ら
、

特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
と
し
て

の
「
L
G
B
T
」
に
焦
点
を
当
て
、

聖
書
学
者
の
山
口
里
子
氏
を
お
招

き
し
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
参
加

者
は
約
八
〇
名
。
以
下
は
、
講
演

内
容
の
概
略
で
あ
る
。

　

講
演
で
は
最
初
に
、
キ
リ
ス
ト
教

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
に
つ
い
て

歴
史
的
な
振
り
返
り
が
な
さ
れ
た
。

紀
元
一
世
紀
の
イ
エ
ス
の
伝
道
活

動
と
、
そ
れ
を
継
承
し
た
最
初
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
の
活
動
が
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
の
関
係
で
紹
介
さ
れ
た
。

中
世
に
遡
る
と
、
父
権
制
的
な
社
会

と
教
会
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し

て
一
体
化
し
た
権
力
機
構
に
な
り
、

女
性
た
ち
は
尊
厳
も
主
体
性
も
奪

わ
れ
て
忍
耐
と
服
従
の
人
生
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
枠
を
外
れ

た
女
性
た
ち
は
処
刑
の
対
象
に
さ

え
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

暗
黒
の
時
代
の
中
で
も
、
民
衆
の

中
で
様
々
な
知
恵
を
用
い
た
抵
抗

の
流
れ
が
完
全
に
絶
え
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
二
〇
世
紀
後
期
に
は
、

「
解
放
の
神
学
」
が
登
場
し
、
多
様

性
を
肯
定
す
る
初
期
の
キ
リ
ス
ト

教
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
活
性
化
さ
れ
た
。

　

次
に
、「
同
性
愛
」
と
「
同
性
間

性
愛
」
に
つ
い
て
の
用
語
の
説
明

が
な
さ
れ
、
古
代
の
人
々
に
と
っ

て
は
、
現
代
語
で
あ
る
「
同
性
愛
」

と
は
区
別
し
て
、「
同
性
間
性
愛
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
ほ
う
が
適
切

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
続

い
て
、
こ
の
用
語
概
念
を
基
に
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
「
同
性

愛
は
罪
」
と
い
う
主
張
の
根
拠
に

さ
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
が
複
数
紹

介
さ
れ
た
。
山
口
氏
は
、「
そ
れ
ら

の
ど
の
一
つ
も
同
性
愛
は
罪
と
い

う
主
張
の
根
拠
に
は
で
き
な
い
と

い
う
の
が
、
私
の
結
論
で
す
。」
と

し
た
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
中

で
も
、
同
性
愛
否
定
や
同
性
愛
者

差
別･

断
罪
に
最
も
多
く
利
用
さ

れ
て
き
た
ロ
マ
書
（
ロ
ー
マ
の
人
々

へ
の
手
紙
1
：
26

－

27
）
の
テ
キ

ス
ト
を
取
り
上
げ
、
用
語
お
よ
び

テ
キ
ス
ト
分
析
が
な
さ
れ
た
。
難

解
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
前

置
き
と
し
な
が
ら
、
原
語
の
ギ
リ

シ
ャ
語
の
言
葉
使
い
に
出
来
る
限

り
近
い
形
で
翻
訳
さ
れ
た
私
訳
テ

キ
ス
ト
が
、
以
下
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
た
。

 （
二
六
節
）
こ
の
ゆ
え
に
、彼
等
を
、

神
は
、
不
名
誉
な
熱
情
に
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、
彼
等
の
女
た
ち
は
、

自
然
な
使
用
を
、
反
自
然
な
も
の

に
交
換
し
ま
し
た
。

 

（
二
七
節
）
同
様
に
、
男
た
ち
も
、

自
然
な
使
用
、
女
た
ち
の
、
を
捨

 「
キ
リ
ス
ト
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
過
去
・
現
在
・
未
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か
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て
の
「
男
性
」
に
ふ
さ
わ
し
い
行

為
で
あ
っ
た
。
山
口
氏
は
、
こ
の

箇
所
で
パ
ウ
ロ
が
、「
彼
等
の
」
女

も
男
も
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
自

然
」
な
性
的
「
使
用
」
を
「
反
自

然
」
な
性
的
「
使
用
」
に
「
交
換
」

し
て
、「
欲
情
」
の
中
に
「
燃
や
さ

れ
て
」
い
る
と
、
断
罪
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
同
性
間
の

性
愛
」
を
断
罪
し
て
い
る
の
で
は

な
い
こ
と
を
、
明
解
に
指
摘
し
た
。

ま
た
パ
ウ
ロ
の
こ
の
記
述
に
は
古

代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
及
び
ヘ
ブ
ル
語

聖
書
の
レ
ビ
記
の
影
響
が
あ
る
こ

と
を
解
説
し
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時

代
に
続
く
支
配
的
エ
リ
ー
ト
男
性

た
ち
の
哲
学
的
な
文
書
に
よ
れ
ば
、

神
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
自
然
」
な

性
行
為
の
概
念
に
お
い
て
鍵
と
な

る
重
要
な
こ
と
は
、
熱
情
の
制
御
、

「
無
関
心
」
に
よ
る
自
制
的
な
、
所

有
物
の
「
使
用
」
で
あ
っ
た
。　

　

こ
の
理
解
に
お
い
て
、「
男
」
と

「
男
」
の
間
で
行
な
わ
れ
る
性
行
為

は
、「
男
性
」
が
支
配
者
と
し
て
自

分
の
下
位
に
い
る
奴
隷
の
「
男
」
や

る
こ
と
。「
自
然
な
使
用
」の「
使
用
」

が
性
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
と
、

（
誰
か
を
性
的
に
使
用
す
る
事
と
し

て
の
）「
性
行
為
」
を
指
す
こ
と
に

な
る
こ
と
。
当
時
男
性
は
、
自
分

が
所
有
す
る
物
を
理
性
的
に
有
効

に
「
使
用
」
し
楽
し
む
こ
と
が
勧
め

ら
れ
た
こ
と
。
日
常
生
活
に
関
わ

る
全
て
の
事
柄
に
お
い
て
、「
熱
情
」

（
パ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
排
除
し
て
、
所

有
物
に
心
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

冷
静
に
「
無
関
心
」（
ア
デ
ィ
ア
フ
ォ

ラ
）
に
、
自
分
の
所
有
物
を
有
効

に
「
使
用
」
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が
、

理
性
的
で
支
配
者
に
ふ
さ
わ
し
い

男
性
で
あ
っ
た
。
本
来
理
性
的
な
存

在
で
あ
る
男
性
に
ふ
さ
わ
し
い
「
自

然
」
な
性
行
為
は
、
冷
静
で
無
関

心
に
、
支
配
者
と
し
て
相
手
を
「
使

用
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た

そ
の
際
、「
使
用
」
の
対
象
に
な
る

人
の
身
体
的
な
性
別
に
は
区
別
が

な
か
っ
た
。
相
手
が
「
男
」
で
あ

ろ
う
と
「
女
」
で
あ
ろ
う
と
、
自

分
の
所
有
物
を
有
効
か
つ
冷
静
に

「
使
用
」
す
る
の
は
、
支
配
者
と
し

て
ま
し
た
。

　

互
い
へ
の
欲
情
の
中
に
燃
や
さ

れ
て
、
男
た
ち
と
男
た
ち
の
中
で

恥
を
行
な
い
ぬ
い
て
、

　

彼
等
の
誤
り
に
当
然
の
報
い
を
、

自
分
た
ち
自
身
に
受
け
と
っ
て
い

ま
す
（
ロ
マ
1
：
26

－

27
）。

古
代
の
父
権
制
社
会
に
お
い
て
、

「
男
性
」（
ア
ネ
ー
ル
：aner

）・「
女

性
」（
グ
ネ
ー
：gune

）
と
い
う
言

葉
は
、
基
本
的
に
「
家
父
長
」
と

「
妻
」
と
い
う
よ
う
な
一
定
の
身
分

を
持
つ
人
々
を
指
し
て
使
わ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
テ
キ
ス

ト
に
書
か
れ
た
「
女
」（
セ
ー
ル
ス
：

thelus

）・「
男
」（
ア
ル
セ
ー
ン
：

arsen

）
が
性
別
の
用
語
「
メ
ス
」・

「
オ
ス
」
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
こ

の
テ
キ
ス
ト
の
周
辺
に
も
頻
繁
に

登
場
す
る
熱
望
（
エ
ピ
ス
ミ
ア
：

二
四
節
）、
熱
情
（
パ
ソ
ス
：
二
六

節
）、欲
情
（
オ
レ
ク
セ
イ
：
二
七
節
）

は
全
て
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学

で
「
反
自
然
」（
二
六
節
）
の
「
誤
り
」

（
プ
ラ
ネ
ー
：
二
七
節
）
と
し
て
否

定
さ
れ
る
感
情
を
指
す
表
現
で
あ

若
い
「
男
の
子
」
を
、「
下
位･

受

容
者
」
と
し
て
使
う
限
り
に
お
い

て
「
自
然
な
性
行
為
」
で
あ
っ
た
。

　

レ
ビ
記
か
ら
の
影
響
と
し
て
は
、

レ
ビ
記
18
：
22
と
20
：
13
を
取
り

上
げ
、
こ
の
箇
所
で
は
単
純
に
「
男

と
男
が
一
緒
に
寝
て
は
な
ら
な
い
」

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
。
こ

こ
で
語
り
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

家
父
長
の
身
分
を
持
つ
男
性
が
性

行
為
で
相
手
の
男
に
「
女
性
」
の

役
割
、
す
な
わ
ち
「
服
従
者
・
受

容
者
」
と
い
う
男
に
と
っ
て
恥
ず

べ
き
役
割
を
担
わ
せ
て
、「
男
で
な

い
男
」
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
勧
め
て
い
る
。
当
時
の「
性
別
」

に
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
考
え
る

よ
う
な
「
身
体
的
性
別
」
の
他
に

も
う
一
つ
、「
身
分
的
性
別
」
と
い

う
理
解
が
あ
っ
た
。
レ
ビ
記
で
は
、

「
男
性
」
に
対
し
て
、
相
手
の
身
分

が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、「
身
体
的
性

別
」
が
「
男
」
で
あ
る
者
に
、「
女
」

の
性
別
役
割
を
担
わ
せ
て
は
な
ら

な
い
と
命
じ
て
い
る
。
山
口
氏
は

パ
ウ
ロ
が
こ
の
理
解
を
共
有
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
パ

ウ
ロ
が
断
罪
し
て
い
る
の
は
、
男

と
女
の
「
異
性
間
性
行
為
」
の
対

極
に
置
か
れ
る
「
同
性
間
性
行
為
」

と
は
言
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
断
罪
さ
れ
な
い

正
し
い
性
行
為
は
、
父
権
制
的
な

性
別
役
割
に
則
し
て
、「
男
」
が
「
支

配
者
」
と
し
て
「
女
」
を
「
服
従
者
」

に
し
て
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
ず
無
関

心
に
「
使
用
」
す
る
性
行
為
の
み
で

あ
り
、
こ
の
形
を
取
ら
な
い
性
行

為
は
全
て
、
異
性
間
の
性
行
為
で

あ
っ
て
も
、
神
の
秩
序
に
反
す
る

「
反
自
然
な
」
性
行
為
と
し
て
断
罪

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
山
口
氏
は
パ
ウ
ロ
が
一

世
紀
の
中
頃
（
五
〇
年
代
）
に
ガ

ラ
テ
ヤ
の
諸
教
会
に
宛
て
た
手
紙

の
中
で
の
引
用
（
下
記
）
を
紹
介
し
、

最
初
の
「
洗
礼
定
式
」
が
包
含
的

平
等
主
義
の
宣
言
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
教
は
本
来
、
性
の
多
様
性
を

肯
定
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

あ
な
た
が
た
は
皆
、
神
の
子
た
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そ
し
て
、
米
軍
基
地
が
表
で
は
、

自
由
と
民
主
主
義
を
守
る
砦
と
さ

れ
る
一
方
、
裏
で
は
天
然
資
源
の

搾
取
、
特
に
ア
フ
リ
カ
五
四
カ
国

中
四
九
カ
国
に
あ
る
基
地
は
、
世

界
最
大
の
二
酸
化
炭
素
排
出
機
関

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

フ
ァ
ニ
ン
グ
氏
は
、
自
分
が
世
界
市

民
の
一
人
と
し
て
軍
事
基
地
の
存
在

に
反
対
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

マ
イ
ク
・
ヘ
イ
ン
ズ
氏
は
海
兵
隊

偵
察
部
隊
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年

に
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た

沖
縄
に
も
海
兵
隊
員
と
し
て
駐
在

し
た
経
験
が
あ
る
。
ヘ
イ
ン
ズ
氏

は
ス
ピ
ー
チ
の
冒
頭
で
広
島
、
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
、
東
京
・
神
戸
・

大
阪
大
空
襲
、
沖
縄
戦
な
ど
に
触

れ
、
米
国
人
と
し
て
心
か
ら
の
謝
罪

を
表
明
し
た
。
ま
た
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
、
日
本
が
七
一
年
以

上
、
戦
争
を
し
な
か
っ
た
こ
と
の

大
き
な
要
因
に
憲
法
九
条
の
存
在

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

現
在
進
行
中
の
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の

「
駆
け
つ
け
警
護
」
の
実
体
化
、
ア

た
め
に
は
法
的
手
続
き
を
踏
ま
ず
、

拷
問
も
日
常
茶
飯
事
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
。
フ
ァ
ニ
ン
グ
氏
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た
「
テ

ロ
へ
の
戦
い
」
の
犠
牲
者
の
八
割

が
一
般
市
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
9
／
11
の
同
時
多
発
テ
ロ

で
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
入
隊

し
た
が
、
自
ら
が
テ
ロ
に
加
担
す

る
こ
と
に
な
っ
た
苦
悩
を
告
白
し

た
。
特
殊
部
隊
に
所
属
し
た
者
が

戦
争
反
対
論
者
に
な
り
、
中
途
で

退
役
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
。
フ
ァ

ニ
ン
グ
氏
の
場
合
、
様
々
な
煩
雑

な
手
続
き
経
て
、
軍
の
中
で
の
審

問
な
ど
が
続
き
、
除
隊
ま
で
に
六
ヶ

月
を
要
し
た
。

　

フ
ァ
ニ
ン
グ
氏
は
最
後
に
、
過

去
の
自
爆
テ
ロ
の
件
数
を
示
し
、

二
〇
〇
一
年
以
降
、
反
米
目
的
の

自
爆
テ
ロ
が
全
体
の
九
〇
％
以
上

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
米
国
が
世
界
に
展
開
し
て
い

る
米
軍
基
地
は
六
八
八
箇
所
に
及

び
、
ど
の
国
家
よ
り
も
多
い
こ
と
。

で
は
、「
逆
ら
わ
な
い
人
間
」
と
な

る
こ
と
が
教
育
さ
れ
、
自
ら
が
「
高

価
な
道
具
」
に
作
り
変
え
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
経
験
す
る
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
て
、
最
初

に
目
に
し
た
の
は
、
人
々
の
貧
困
、

崩
壊
し
た
建
物
の
跡
、
ロ
シ
ア
軍
の

残
し
た
戦
車
な
ど
で
あ
っ
た
。
軍

か
ら
の
至
上
命
令
は
「
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
を
探
せ
」
で
あ
っ
た
。
命
令
遂
行

の
た
め
に
は
、
何
で
も
し
た
。
米

軍
基
地
が
な
い
の
で
、
小
学
校
を

基
地
と
し
て
没
収
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
無
期
限
で
学
校
に
行
け
な

く
な
っ
た
。

　

情
報
収
集
の
た
め
に
、
怪
し
い

人
物
を
二
人
一
組
で
連
行
し
、
隣

合
わ
せ
の
別
々
の
部
屋
に
座
ら
せ
、

片
方
の
部
屋
で
銃
声
を
響
か
せ
恐

怖
を
与
え
、
尋
問
を
行
っ
た
。
ま

た
、
大
金
を
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス

に
詰
め
込
み
、
そ
れ
ら
を
ち
ら
つ

か
せ
な
が
ら
、
怪
し
い
人
物
の
通

報
を
奨
励
し
た
。
隣
人
を
裏
切
る

こ
と
に
懸
賞
金
を
賭
け
、
情
報
収

集
を
進
め
た
。
ま
た
情
報
収
集
の

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

訴
え
た
。

　

フ
ァ
ニ
ン
グ
氏
は
陸
軍
特
殊
部

隊
に
所
属
し
、
二
〇
〇
二
年
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
。
フ
ァ

ニ
ン
グ
氏
が
軍
へ
入
隊
し
た
動
機

は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
に

米
国
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ
で

あ
っ
た
。「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
二

度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
正
義
感
に
燃
え
て
入
隊
し
た
。

し
か
し
、
入
隊
後
に
経
験
し
た
の

は
「
戦
争
の
文
化
」
が
も
た
ら
す

非
人
道
性
、
人
権
侵
害
、
人
間
の

破
壊
で
あ
っ
た
。
入
隊
後
の
訓
練

　

今
回
の
企
画
は
、
退
役
軍
人
ら
で

つ
く
る
米
国
の
平
和
団
体
「
ベ
テ
ラ

ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
（Veterans 

For Peace=V
FP

）」
が
一
一
月
に

日
本
で
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
実
施
し
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
イ
ラ
ク
で
戦
争
を
実
際
に
体

験
し
た
来
日
中
の
ロ
ー
リ
ー
・
フ
ァ

ニ
ン
グ
氏
と
マ
イ
ク
・
ヘ
イ
ン
ズ

氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
通
訳

の
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
氏
を

関
学
に
招
き
、
実
現
し
た
。
二
人

は
自
ら
の
従
軍
し
た
体
験
談
を
ビ

デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
語
り
、

武
力
や
戦
争
に
よ
っ
て
平
和
を
実

ち
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
キ
リ
ス
ト

の
中
へ
と
洗
礼
を
受
け
た
人
た
ち

は
皆
、
キ
リ
ス
ト
を
着
た
の
で
す
。

ユ
ダ
ヤ
人
も
ギ
リ
シ
ャ
人
も
あ
り

ま
せ
ん
。
奴
隷
も
自
由
人
も
あ
り

ま
せ
ん
。
男
と
女
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
あ
な
た
が
た
は
皆
、
一

人
だ
か
ら
で
す
（
ガ
ラ
3
：
26

－

28
）。

（
文
責　

山
本　

俊
正
）

「
戦
争
体
験
」
と
「
戦
争
の
現
実
」

講
　
師	

ロ
ー
リ
ー
・
フ
ァ
ニ
ン
グ	

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
帰
還
兵

	

マ
イ
ク
・
ヘ
イ
ン
ズ	

イ
ラ
ク
帰
還
兵

R
C
C
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
五
日
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私
は
、
例
の
九
・
一
一
の
事
件
を

は
さ
ん
で
五
年
半
、
ア
メ
リ
カ
で

暮
ら
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
教

会
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
三
〇

年
近
く
に
わ
た
っ
て
、
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
生
き
る
人
々

が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

隠
さ
ず
に
教
会
に
属
す
こ
と
が
で

き
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て

議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
前
の
三
〇

年
は
、
キ
リ
ス
ト
者
が
人
種
や
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
を
超
え
て
希
望
を
共

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
し

て
同
じ
場
所
で
祈
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
同
様
の
議
論
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

使
徒
言
行
録
を
読
む
と
、
教
会
は

生
ま
れ
た
当
初
か
ら
「
誰
と
と
も

に
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く

る
か
」
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
議
論

を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
議
論
の
答
え
を
出

す
ヒ
ン
ト
は
、「
神
は
差
別
さ
れ
な

い
方
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
」（
使
一
〇
・
三
四
）
と
い
う
ペ

ト
ロ
の
宣
言
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

使
徒
言
行
録
は
、
宣
教
が
停
滞
し

た
り
、
教
会
の
議
論
が
行
き
詰
ま
っ

た
り
す
る
た
び
に
、
そ
の
よ
う
な

状
況
を
突
破
す
る
た
め
に
読
ま
れ

る
べ
き
書
物
で
す
。

　

教
会
に
属
さ
な
い
人
に
と
っ
て

も
、「
私
た
ち
は
誰
と
と
も
に
ど
ん

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
か
」
と

い
う
問
い
は
、
地
域
や
社
会
の
問

題
を
考
え
る
時
に
し
ば
し
ば
提
起

さ
れ
ま
す
。
使
徒
言
行
録
は
、
そ

う
い
う
問
題
提
起
に
応
え
る
書
物

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

講
座
の
第
一
回
目
で
は
、
使
徒

言
行
録
の
エ
ル
サ
レ
ム
共
同
体
に

Show

）
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
る
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹

介
し
、
相
手
に
銃
を
向
け
て
笑
っ

て
い
る
子
ど
も
の
写
真
、
迷
彩
色

の
フ
ェ
イ
ス
・
ペ
イ
ン
ト
を
顔
に

塗
り
、
喜
ぶ
子
ど
も
の
姿
を
映
し

出
し
た
。
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た

時
、
大
量
破
壊
兵
器
が
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
、
六
〇
％
以
上
の
情
報

が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
、
一
般
家

庭
に
侵
入
し
、
罪
の
な
い
若
者
を

連
行
し
収
容
所
に
隔
離
し
た
こ
と

を
語
っ
た
。
イ
ラ
ク
か
ら
帰
還
し

除
隊
し
た
後
も
、
連
行
し
た
家
族

の
中
に
い
て
連
行
の
様
子
を
見
て

い
た
、
六
〜
七
才
ぐ
ら
い
の
少
女

の
悲
鳴
が
繰
り
返
し
聞
こ
え
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
多

く
の
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
軍
人

は
、
子
ど
も
の
悲
鳴
や
残
酷
な
風
景

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
襲
わ
れ

る
、
P
T
S
D
（Post Traum

atic 

Stress D
isorder 

心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
）
に
苦
し
ん
で
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ヘ
イ
ン
ズ

氏
自
身
も
、「
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
戦
う

フ
リ
カ
、
ジ
ブ
チ
の
自
衛
隊
に
よ
る

基
地
所
有
な
ど
に
よ
っ
て
、
憲
法

九
条
が
空
洞
化
す
る
危
険
性
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
自
ら
も
沖
縄
で

の
抗
議
行
動
に
非
暴
力
で
参
加
し

た
経
験
を
紹
介
し
、「
平
和
の
文
化
」

を
構
築
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強

調
し
た
。「
平
和
の
文
化
」
と
は
対

照
的
に
米
国
で
は
、
愛
国
主
義
が

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
浸
透
し

て
お
り
、
小
さ
い
子
ど
も
の
頃
か

ら
米
国
が
他
国
よ
り
優
れ
て
い
る

こ
と
、
軍
隊
が
良
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
実

体
に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
た
。

「
G
・
I
・
ジ
ョ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

地
上
最
強
の
特
殊
部
隊
を
描
い
た

大
人
気
の
テ
レ
ビ
・
ア
ニ
メ
番
組
、

映
画
「
ラ
ン
ボ
ー
」、「
キ
ャ
プ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
」
等
々
、
数
え
上
げ
た

ら
切
り
が
な
い
ほ
ど
の
数
に
及
ぶ
。

ま
た
、
米
国
で
は
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー

ム
、
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
必
ず
国

歌
が
斉
唱
さ
れ
、
軍
隊
が
登
場
す

る
場
合
も
あ
る
。
ヘ
イ
ン
ズ
氏
は
、

軍
隊
が
主
催
す
る
航
空
シ
ョ
ー（A

ir 

た
め
に
イ
ラ
ク
に
従
軍
し
た
の
に
、

自
ら
が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
し

ま
た
こ
と
へ
の
後
悔
と
押
さ
え
よ

う
の
な
い
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
く

る
こ
と
が
続
き
、
怒
り
を
受
容
し
、

前
向
き
に
な
る
ま
で
に
一
〇
年
が

必
要
で
あ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

ヘ
イ
ン
ズ
氏
は
、
イ
ラ
ク
か
ら
帰

還
後
ベ
テ
ラ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー

ス
で
活
動
す
る
か
た
わ
ら
、
水
耕

栽
培
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

米
国
の
テ
レ
ビ
局
C
N
N
に
よ
る

ヘ
イ
ン
ズ
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
水
耕
栽
培
事
業
に
取
り
組
む
姿

の
映
像
が
紹
介
さ
れ
た
。
ヘ
イ
ン

ズ
氏
は
「
死
、
痛
み
、
破
壊
か
ら
、

い
の
ち
を
育
む
創
造
的
な
平
和
の

文
化
、
そ
の
モ
デ
ル
」
を
作
り
出

す
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
、
話

し
を
結
ん
だ
。

　

な
お
、
今
回
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ

参
加
者
総
数
は
約
三
〇
〇
名
、
内

学
生
が
約
二
〇
〇
名
、
一
般
参
加

者
が
約
一
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。

（
文
責　

山
本　

俊
正
）

 「
使
徒
言
行
録
を
読
み
ま
し
ょ
う
」　 

大
宮
　
有
博
　
法
学
部
教
授
・
宗
教
主
事

R
C
C
キ
リ
ス
ト
教
講
座
　
二
〇
一
六
年
度
秋
学
期
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開
始
と
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
関
す

る
記
事
（
使
一
〇
、一
一
、一
五
章
）

を
読
み
ま
し
た
。
ペ
ト
ロ
が
夢
の
中

で
見
た
様
々
な
動
物
が
乗
る
布
は
、

ユ
ダ
ヤ
の
清
め
の
法
の
「
分
け
隔

て
」
を
乗
り
越
え
た
教
会
の
姿
を

象
徴
し
て
い
ま
す
（
使
一
〇
章
）。

　

第
四
回
で
は
パ
ウ
ロ
に
よ
る
「
地

の
果
て
」
を
目
指
し
た
宣
教
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。
パ
ウ
ロ

は
熱
心
な
宣
教
活
動
を
行
い
ま
し

つ
い
て
の
記
事
（
使
一
章
～
七
章
）

を
読
み
ま
し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の

キ
リ
ス
ト
者
は
当
初
か
ら
、「
財
産

や
持
ち
物
を
売
り
、
お
の
お
の
必
要

に
応
じ
て
分
け
合
う
」
こ
と
で
、「
も

は
や
貧
し
い
人
が
一
人
も
い
な
い
」

共
同
体
を
目
指
し
ま
し
た
。
か
れ

ら
が
目
指
し
た
も
の
は
、
出
エ
ジ

プ
ト
物
語
の
示
す
理
想
の
共
同
体

の
復
興
で
し
た
。

　

第
二
回
目
で
は
、
フ
ィ
リ
ポ
に

よ
る
伝
道
に
つ
い
て
の
記
事
（
使

八
章
）
を
読
み
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
福
音
は
エ
チ
オ
ピ
ア
人
や
サ
マ

リ
ア
人
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。（
キ

リ
ス
ト
を
信
じ
る
）
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

イ
エ
ス
が
救
い
主
で
あ
る
と
信
じ

た
人
々
を
、
民
族
の
境
界
を
越
え

て
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
者
と
す
る
こ

と
に
躊
躇
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
躊
躇
を
突
破
す
る
力
が
聖
霊
で

し
た
。
使
徒
言
行
録
の
物
語
で
は
、

聖
霊
が
後
押
し
し
た
宣
教
に
よ
っ

て
、
福
音
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
伝

え
ら
れ
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
回
で
は
、
異
邦
人
伝
道
の

　

二
〇
一
五
年
か
ら
開
始
し
た
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
キ
リ
ス
ト
教

と
文
化
」
を
研
究
す
る
と
い
う
本
セ

ン
タ
ー
の
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
特

に
二
〇
世
紀
に
お
け
る
現
代
思
想

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
年
間
に

開
催
さ
れ
た
研
究
会
は
三
回
に
と

ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し

た
発
表
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。
佐
藤
啓
介
氏
（
南
山

大
学
）
か
ら
は
全
体
的
な
思
想
史

的
位
置
づ
け
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

文
献
の
紹
介
を
通
し
て
基
礎
的
な

情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
岡
崎
乾
二
郎
氏
（
武
蔵
野

美
術
大
学
）
の
講
演
で
は
、
二
〇

世
紀
の
美
術
や
建
築
と
キ
リ
ス
ト

教
と
の
交
わ
り
と
が
興
味
深
く
示

た
が
、
そ
れ
は
（
当
時
考
え
ら
れ

て
い
た
）
世
界
の
果
て
ま
で
を
目

指
そ
う
と
す
る
壮
大
な
も
の
で
し

た
。
そ
の
意
志
を
受
け
継
い
で
き

た
の
が
代
々
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち

で
あ
り
、
関
学
が
建
て
ら
れ
た
の

も
そ
の
結
果
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

多
数
ご
参
加
い
た
だ
い
た
受
講
生

の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
、

四
回
の
講
座
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

さ
れ
た
。
さ
ら
に
加
納
和
寛
氏
（
本

学
神
学
部
）
か
ら
は
経
綸
論
を
め

ぐ
る
二
〇
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
神
学
／
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
論

争
と
い
う
重
要
な
内
容
を
紹
介
い

た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
会
を
通
し
て
、

こ
の
課
題
の
重
要
性
と
さ
ら
な
る

議
論
の
深
ま
り
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
い
っ
た
ん
終
了
す
る
が
、

今
後
も
同
様
の
関
心
を
持
つ
方
々

に
よ
る
深
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
力
不
足
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
の

一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

拝
学
、
賛
美
歌
学
、
社
会
学
、
言

語
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
解

明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

研
究
に
よ
っ
て
、
欧
米
の
キ
リ
ス

ト
教
か
ら
解
放
さ
れ
、
日
本
文
化

の
中
で
開
花
し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
、

積
極
的
に
、
か
つ
批
判
的
に
評
価

分
析
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
の
言
語
（
主
と
し
て
英
語
）
が
、

日
本
の
文
化
の
中
で
冠
婚
葬
祭
を

含
む
礼
拝
や
諸
式
の
中
で
使
わ
れ

る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
日
本
語
・
文

化
と
結
び
つ
き
変
容
し
て
き
た
の

か
を
研
究
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で

す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
礼

■

R
C
C
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
キ
リ
ス
ト
教
と
現
代
思
想
」

研
究
代
表
者　

柳
澤
　
田
実
　
神
学
部
准
教
授

■

R
C
C
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
日
本
に
お
け
る
礼
拝
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
報
告

研
究
代
表
者　

中
道
　
基
夫
　
神
学
部
教
授
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生
へ
の
「
祈
り
の
場
」、
と
し
て
一

時
的
に
提
供
し
て
い
る
部
屋
に
代

わ
る
恒
常
的
な
「
祈
り
の
場
」
を

本
学
G
号
館
地
下
に
新
た
に
設
置

さ
れ
た
学
生
活
動
の
た
め
の
貸
し

教
室
を
利
用
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
実
験
動
物
」
に
対
す
る
「
感

謝
式
」
的
な
式
典
の
実
施
に
関
し
て

は
、
前
川
裕
R
C
C
主
任
研
究
員

（
本
学
理
工
学
部
専
任
講
師
・
宗
教

主
事
）
ら
が
当
該
学
部
と
の
調
整

に
あ
た
り
、
本
学
ら
し
い
あ
り
方

を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
川
主
任
研
究
員
が
本
年

度
実
施
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
を
「
キ

リ
ス
ト
教
主
義
大
学
に
お
け
る
他

宗
教
対
応
へ
の
取
り
組
み
事
例
―

主
に
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
対
応
に
つ

い
て
―
」
と
題
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
会
（
二
〇
一
七
年
二
月

十
日
）
で
発
表
し
意
見
の
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
界
が
急
速
に
多
様
性
に
対
す

る
寛
容
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
今
日
、

特
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
と
い
う
ひ

と
つ
の
宗
教
的
理
念
の
も
と
に
創

立
さ
れ
て
い
る
本
学
が
常
に
向
き

合
う
課
題
と
し
て
「
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
」
と
い
う
主
題
は
恒
常
的
な

研
究
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
さ

ら
な
る
研
究
と
そ
の
実
践
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
う
必
要
性
を

改
め
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

■
畠
山
保
男
教
授
が
定
年
退
職

　

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
所
属
の
畠
山
保
男
教
授
（
学

長
直
属
）
は
、
二
〇
一
七
年
三
月

三
一
日
を
も
っ
て
定
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
。

　

同
氏
は
一
九
七
六
年
関
西
外
国

語
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
四
月
に

同
志
社
大
学
大
学
院
神
学
科
修
士

課
程
に
入
学
さ
れ
た
。
一
九
七
八

年
同
大
学
院
に
て
神
学
修
士
を
取

得
後
、
同
大
学
院
博
士
課
程
に
進

ま
れ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
ス
イ

ス
・
バ
ー
ゼ
ル
大
学
神
学
部
に
留

学
し
、
一
九
八
八
年
同
大
学
で
神

学
博
士
号
（D

r.theol

）
を
取
得
さ

れ
た
。
そ
の
後
一
九
八
八
年
、
明

治
学
院
大
学
神
学
部
専
任
講
師
、

一
九
九
〇
年
同
大
学
一
般
教
育
学

部
助
教
授
、
一
九
九
二
年
同
大
学

キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
主
任
な
ど
を

経
て
、
二
〇
〇
〇
年
聖
和
大
学
人

文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
教
授
に

就
任
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
学
校

法
人
関
西
学
院
と
の
法
人
合
併
に

よ
り
、
学
長
直
属
教
授
と
し
て
関

西
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
と
な
ら
れ

た
。
日
本
基
督
教
学
会
会
員
、
日

本
バ
ル
ト
協
会
会
員
、
日
本
組
織

神
学
会
会
員
、
神
戸
ユ
ダ
ヤ
文
化

研
究
会
会
員
、
関
西
バ
ル
ト
・
ボ

ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
研
究
会
会
員
、
日

本
ユ
ダ
ヤ
学
会
会
員
、
京
都
ユ
ダ

ヤ
思
想
学
会
会
員
。『
人
を
活
か
す

戒
め
―
共
生
を
め
ざ
す
キ
リ
ス
ト

教
―
』
ほ
か
著
書
・
論
文
多
数
。

い
た
だ
き
、
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に

関
す
る
知
識
の
整
理
と
共
に
そ
の

現
状
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
本

学
学
生
ら
に
こ
の
こ
と
を
理
解
す

る
重
要
性
を
啓
発
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
大
宮
有
博
氏
（
本

学
法
学
部
教
授
・
宗
教
主
事
、
ご
講

演
時
は
名
古
屋
学
院
大
学
准
教
授
）

を
招
い
て
、「
実
験
動
物
感
謝
式
―

名
古
屋
学
院
で
の
実
例
か
ら
―
」
と

題
し
た
ご
講
演
と
共
に
、
実
際
の

感
謝
式
の
再
現
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
新
し
い
視
点
か
ら
の
「
宗
教

リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
問
題
提
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
二
〇
一
五
年
度
、

二
〇
一
六
年
度
は
本
学
に
お
け
る

「
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
あ
り
方
を

関
係
部
局
と
の
情
報
交
換
や
、
今

後
の
具
体
的
な
設
備
・
組
織
等
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
ム
ス
リ
ム
学

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
一
五

年
度
、「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
概

念
の
誕
生
と
も
関
係
の
あ
る
「
宗

教
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
関
す
る
研
究

と
と
と
も
に
、
特
に
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
」
が
進
展
す
る
世
界
や
高
等

教
育
機
関
に
お
け
る
実
際
的
な
展

開
に
関
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

等
を
通
じ
て
そ
の
可
能
性
を
探
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
初
年
度
は
、
小
原
克
博
氏
（
同

志
社
大
学
神
学
部
教
授
）
を
お
招
き

し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
の
対
話
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

　

R
C
C
は
設
立
二
〇
年
を
迎
え

た
。
過
去
の
蓄
積
と
と
も
に
新
し

い
活
動
に
挑
戦
す
る
セ
ン
タ
ー
へ

の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。（
M
）

編
集
後
記

■

R
C
C
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
展
開
」

－

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
お
け
る
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

－

研
究
代
表
者　

舟
木
　
讓
　
経
済
学
部
教
授


